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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次 第73期中 第74期中 第75期中  第73期 第74期

会計期間

自　2023年
１月１日

至　2023年
６月30日

自　2024年
１月１日

至　2024年
６月30日

自　2025年
１月１日

至　2025年
６月30日

 

自　2023年
１月１日

至　2023年
12月31日

自　2024年
１月１日

至　2024年
12月31日

売上高 (千円) 413,348 362,737 432,699  843,382 781,818

経常利益又は
経常損失(△)

(千円) 11,905 1,098 △7,127  30,782 26,593

中間(当期)純利益又は
中間純損失(△)

(千円) 8,098 △2,640 △620  16,638 15,405

持分法を適用した場合
の投資利益

(千円) － － －  － －

資本金 (千円) 100,000 100,000 100,000  100,000 100,000

発行済株式総数 (株) 808,000 807,800 807,800  808,000 807,800

純資産額 (千円) 930,094 935,993 953,418  938,633 954,038

総資産額 (千円) 5,163,726 5,157,905 5,200,513  5,087,944 5,102,700

１株当たり純資産額 (円) 1,151.11 1,158.69 1,180.26  1,161.68 1,181.03

１株当たり中間
(当期)純利益又は
中間純損失(△)

(円) 10.02 △3.26 △0.76  20.59 19.07

潜在株式調整後
１株当たり中間
(当期)純利益

(円) － － －  － －

１株当たり配当額 (円) － － －  － －

自己資本比率 (％) 18.0 18.1 18.3  18.4 18.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 112,445 96,280 104,395  102,861 71,889

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △21,516 △414,513 △75,224  △58,005 △738,765

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △10,000 27,000 △5,000  △57,300 16,000

現金及び現金同等物の
中間期末(期末)残高

(千円) 1,330,997 946,390 610,919  1,237,624 586,747

従業員数
(他、平均臨時
雇用者数)

(名)
45 46 49  46 46
(89) (85) (83) (86) (84)

 

(注) １．当社は中間連結財務諸表を作成しておりませんので、「中間連結会計期間等に係る主要な経営指標等の推

移」については、記載しておりません。

２．売上高に消費税及び地方消費税(以下「消費税等」という)は含まれておりません。

３．「持分法を適用した場合の投資利益」については、関連会社がないため記載しておりません。

４．「潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益」については、第73期中、第73期、第74期は潜在株式が存在

しないため、また、第74期中、第75期中は潜在株式が存在せず、かつ、１株当たり中間純損失が計上されて

いるため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当中間会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

 

３ 【関係会社の状況】

該当事項はありません。

 

４ 【従業員の状況】

(1) 提出会社の状況

 2025年６月30日現在

従業員数(人) 49人(83人)
 

(注)　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当中間会計期間の平均人員を(　)外数で記載しております。

 

(2) 労働組合の状況

当社には、2015年12月１日に結成された労働組合があり、連合ユニオン東京に加盟しております。尚、労働組合

との間に特記すべき事項はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

(1) 経営方針・経営戦略等

当中間会計期間において、経営方針・経営戦略等に重要な変更はありません。又、新たに定めた経営方針・経営

戦略等はありません。

 
(2) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当中間会計期間において、優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題に重要な変更はありません。又、新たに

生じた優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題はありません。

 
(3) 経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

当中間会計期間において、経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等に重要な変更はありませ

ん。又、新たに定めた指標等はありません。

 

２ 【事業等のリスク】

当中間会計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクに重要な変更はありません。

又、新たに発生した事業等のリスクはありません。
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３ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績等の状況の概要

当中間会計期間における当社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の概要は次の通りでありま

す。

①　財政状態及び経営成績の状況

イ．財政状態の状況

(資産の部)

当中間会計期間末の資産の部合計は、前事業年度末と比較して97,812千円(1.9％)増加し、5,200,513千円と

なりました。

流動資産は同16,846千円(2.5％)増加し、698,830千円となりました。増減の主な要因は、現金及び預金が

24,171千円増加したことによるものであります。

固定資産は同80,966千円(1.8％)増加し、4,501,682千円となりました。増減の主な要因は、有形固定資産が

75,047千円増加したことによるものであります。

(負債の部)

当中間会計期間末の負債の部合計は、前事業年度末と比較して98,433千円(2.4％)増加し、4,247,094千円と

なりました。

流動負債は同102,467千円(66.5％)増加し、256,508千円となりました。増減の主な要因は、前受金が72,789

千円増加し、未払金が37,780千円増加したことによるものであります。

固定負債は同4,033千円(0.1％)減少し、3,990,586千円となりました。増減の主な要因は、会員預り金が

5,000千円減少したことによるものであります。

(純資産の部)

当中間会計期間末の純資産の部合計は、前事業年度末と比較して620千円(0.1％)減少し、953,418千円となり

ました。増減の要因は、繰越利益剰余金が620千円減少したことによるものであります。

ロ．経営成績の状況

当中間会計期間における我が国経済は、緩やかな回復基調のまま推移しましたが、一方で、アメリカの通商

政策による景気の下振れリスクが高まるなど、先行き不透明な状況で推移しました。

ゴルフ場業界におきましては、団塊世代の後期高齢化や少子化によるゴルフ人口の減少傾向に加え、資材・

原材料等の高騰や人件費の増加等により、依然として厳しい経営環境のまま推移しました。

このような状況の中、当社においては、前中間会計期間は１・７・８番ホール等のコース改修工事に伴い

１・２月の入場制限及び16ホール営業による特別割引等を実施しましたが、当中間会計期間は通常営業となっ

たことから、総来場者は21,785名(前年同期比3,401名増)となり、プレー収入や食堂売上等が大幅な増収となっ

たことから、売上総利益は405,718千円(同65,264千円増)となりました。

費用面においては、人件費や業務委託費等の増加により、販売費及び一般管理費は526,603千円(同17,489千

円増)となり、この結果、差引営業損益では120,885千円の営業損失(同47,775千円の改善)となりました。

一方、営業外損益においては、名義書換料の大幅な減収等により、113,758千円(同56,000千円減)となりまし

た。

以上により、経常損失7,127千円(前年同期は経常利益1,098千円)となり、中間純損失620千円(同2,019千円の

改善)となりました。

 

②　キャッシュ・フローの状況

当中間会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、前事業年度末に比べて24,171千円増

加し、610,919千円となりました。

当中間会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りであります。
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(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当中間会計期間での営業活動によるキャッシュ・フローは104,395千円(前年同期は96,280千円)となりました。

これは主に、税引前中間純損失6,490千円(前年同期は4,541千円)となったものの、非資金損益項目の減価償却

費、及び前受金の増加等があったことによるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当中間会計期間での投資活動によるキャッシュ・フローは△75,224千円(前年同期は△414,513千円)となりまし

た。

これは主に、有形固定資産の取得によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当中間会計期間での財務活動によるキャッシュ・フローは△5,000千円(前年同期は27,000千円)となりました。

これは会員預り金の減少によるものであります。

 
③　生産、受注及び販売の実績

当社の実績に則した内容を記載するため、生産、受注及び販売の実績に換えて、来場者数実績及び売上実績を

記載しております。尚、当社は単一のセグメントであるため、セグメントごとの記載を省略しております。

イ) 来場者数実績

当中間会計期間の来場者数実績を区分別に示すと、次の通りであります。

 

区分 来場者数(人) 比率(％) 前年同期比(人)

メンバー 14,372 66.0％ ＋1,293

ゲスト 7,413 34.0％ ＋2,108

合計 21,785 100.0％ ＋3,401
 

ロ) 売上実績

 

売上区分別 金額(千円) 前年同期比(千円)

１．プレー収入等   

　　プレー収入 203,900 46,841

　　キャディ収入 82,009 3,425

　　練習場収入 5,713 229

　　競技収入 2,917 277

　　ロッカー収入(１日貸) 357 117

　　その他収入 6,099 2,316

計 300,999 53,207

２．食堂・売店売上収入 63,977 17,011

３．年会費収入等   

　　年会費収入 55,612 △187

　　ロッカー収入(年間契約) 12,110 △70

計 67,722 △257

合計 432,699 69,962
 

(注)　上記金額には、消費税等及びゴルフ場利用税は含まれておりません。
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(2) 経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容

経営者の視点による経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容は次の通りであります。尚、文中におけ

る将来に関する事項は、当中間会計期間の末日現在において判断したものであります。

①　重要な会計方針及び見積り

当社の中間財務諸表は、我が国において一般に公正妥当と認められている会計基準に基づき作成されておりま

す。この中間財務諸表の作成にあたり、必要と思われる見積りは合理的な基準に基づいて実施しております。

 

②　当中間会計期間の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容

ａ．財政状態

当中間会計期間における財政状態については、「(1) 経営成績等の状況の概要　①　財政状態及び経営成績

の状況　イ．財政状態の状況」に記載した事項をご参照下さい。

ｂ．経営成績等

当中間会計期間における経営成績等については、「(1) 経営成績等の状況の概要　①　財政状態及び経営成

績の状況　ロ．経営成績の状況」に記載した事項をご参照下さい。

ｃ．キャッシュ・フローの状況

当中間会計期間におけるキャッシュ・フローの状況については、「(1) 経営成績等の状況の概要、②　

キャッシュ・フローの状況」に記載した事項をご参照下さい。

 

③　資本の財源及び資金の流動性

当社の資金需要は、運転資金需要と設備資金需要があります。運転資金需要の主なものは、一般管理費等の営

業費用であり、これらの資金は自己資金により賄うことを基本としております。設備資金需要の主なものは、

コースやクラブハウス等の諸設備の更新、及びコース管理用機械や乗用カート等の更新に関する投資等であり、

これらの資金は自己資金により賄うことを基本としております。

 
４ 【経営上の重要な契約等】

当中間会計期間において、新たに締結した経営上の重要な契約等はありません。

 

５ 【研究開発活動】

特記すべき事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

 

１ 【主要な設備の状況】

当中間会計期間における設備投資額は108,019千円であり、その主なものは、13番ホール右側万年塀のフェンス切替

工事、駐車場拡張・玄関周り舗装工事、発電機(本体発注分)、コース管理用機械器具の更新によるものであります。

 

２ 【設備の新設、除却等の計画】

当中間会計期間において、前事業年度末に計画した重要な設備の新設、除却等の計画について、重要な変更はあり

ません。又、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 1,360,000

計 1,360,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
中間会計期間末現在
発行数(株)

(2025年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2025年９月25日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 807,800 807,800 該当事項なし (注１・２・３)

計 807,800 807,800 － －
 

(注) １．権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

２．当社定款第７条において、株式の譲渡制限につき、次の通り規定しております。

当会社の株式を譲渡する場合には取締役会の承認を得ることを要する。

３．当社は単元株制度を採用しておりません。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の状況】

 

年月日
発行済株式総数
増減数(株)

発行済株式総数
残高(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

自　2025年１月１日
至　2025年６月30日

－ 807,800 － 100,000
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(5) 【大株主の状況】

  2025年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社商船三井 港区虎ノ門二丁目１番１号 1.8 0.22

帝人株式会社 千代田区霞が関三丁目２番１号 1.8 0.22

株式会社ＴＢＳホールディングス 港区赤坂五丁目３番６号 1.8 0.22

東京エレクトロン株式会社 港区赤坂五丁目３番１号 1.8 0.22

長瀬産業株式会社 千代田区大手町二丁目６番４号 1.8 0.22

三井物産株式会社 千代田区大手町一丁目２番１号 1.8 0.22

横河電機株式会社 武蔵野市中町二丁目９番32号 1.8 0.22

株式会社アートネイチャー 渋谷区代々木三丁目40番７号 1.2 0.15

オー・ジー株式会社 大阪市淀川区宮原四丁目１番43号 1.2 0.15

オリックス株式会社 港区浜松町二丁目４番１号 1.2 0.15

合　　計 10名 16.2 2.00
 

(注)　所有株式数1.2千株の株主は上記の他13名であります。

 

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2025年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等) － － －

完全議決権株式(その他)
普通株式

807,800
権利内容に何ら限定のない当社
における標準となる株式807,800

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 807,800 － －

総株主の議決権 － 807,800 －
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② 【自己株式等】

    2025年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

－ － － － － －

計 － － － － －
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

 

１．中間財務諸表の作成方法について

当社の中間財務諸表は「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和38年大蔵省令第59号。以下「財

務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第３号の上欄に掲げる会社に該当し、財務諸表等規則第１

編及び第４編の規定により第２種中間財務諸表を作成しております。

 
２．監査証明について

当社は金融商品取引法第193条の２の規定に基づき、中間会計期間(2025年１月１日から2025年６月30日まで)の中間

財務諸表について、樋口公認会計士事務所　公認会計士　樋口尚文により中間監査を受けております。

 

３．中間連結財務諸表について

当社には子会社がないため、中間連結財務諸表は作成しておりません。
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１ 【中間財務諸表等】

(1) 【中間財務諸表】

① 【中間貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(2024年12月31日)
当中間会計期間
(2025年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 586,747 610,919

  売掛金 69,646 62,443

  棚卸資産 11,289 9,570

  その他 14,299 15,897

  流動資産合計 681,983 698,830

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 255,272 247,872

   構築物（純額） 143,503 205,096

   土地 263,746 263,746

   コース勘定 636,122 636,122

   建設仮勘定 - 10,841

   その他（純額） 116,982 126,995

   有形固定資産合計 *1  1,415,626 *1  1,490,674

  無形固定資産 5,244 4,563

  投資その他の資産   

   投資有価証券 2,978,295 2,978,673

   繰延税金資産 21,401 27,616

   その他 149 155

   投資その他の資産合計 2,999,845 3,006,444

  固定資産合計 4,420,716 4,501,682

 資産合計 5,102,700 5,200,513

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 6,304 3,810

  未払金 103,820 141,600

  前受金 - 72,789

  未払法人税等 5,393 345

  その他 38,523 37,962

  流動負債合計 154,041 256,508

 固定負債   

  会員預り金 3,950,800 3,945,800

  退職給付引当金 43,819 44,786

  固定負債合計 3,994,619 3,990,586

 負債合計 4,148,661 4,247,094
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(2024年12月31日)
当中間会計期間
(2025年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 100,000 100,000

  資本剰余金   

   その他資本剰余金 306,500 306,500

   資本剰余金合計 306,500 306,500

  利益剰余金   

   利益準備金 3,000 3,000

   その他利益剰余金   

    災害補填積立金 200,000 200,000

    別途積立金 250,000 250,000

    繰越利益剰余金 94,538 93,918

   利益剰余金合計 547,538 546,918

  株主資本合計 954,038 953,418

 純資産合計 954,038 953,418

負債純資産合計 5,102,700 5,200,513
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② 【中間損益計算書】

           (単位：千円)

          前中間会計期間
(自 2024年１月１日
　至 2024年６月30日)

当中間会計期間
(自 2025年１月１日
　至 2025年６月30日)

売上高 362,737 432,699

売上原価 22,284 26,981

売上総利益 340,453 405,718

販売費及び一般管理費 *1  509,113 *1  526,603

営業損失（△） △168,660 △120,885

営業外収益 *2  169,759 *2  113,761

営業外費用 - *3  3

経常利益又は経常損失（△） 1,098 △7,127

特別利益 - *4  636

特別損失 *5  5,640 *5  0

税引前中間純損失（△） △4,541 △6,490

法人税、住民税及び事業税 345 345

法人税等調整額 △2,246 △6,215

法人税等合計 △1,901 △5,870

中間純損失（△） △2,640 △620
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③ 【中間株主資本等変動計算書】

　前中間会計期間(自　2024年１月１日　至　2024年６月30日)

 (単位：千円)

 

株主資本

純資産

合計資本金

資本剰余金 利益剰余金
株主

資本

合計

その他

資本

剰余金

資本

剰余金

合計

利益

準備金

その他利益剰余金 利益

剰余金

合計
災害補填

積立金

別途

積立金

繰越利益

剰余金

当期首残高 100,000 306,500 306,500 3,000 200,000 250,000 79,134 532,134 938,634 938,634

当中間期変動額           

中間純損失（△）       △2,640 △2,640 △2,640 △2,640

当中間期変動額合計 - - - - - - △2,640 △2,640 △2,640 △2,640

当中間期末残高 100,000 306,500 306,500 3,000 200,000 250,000 76,493 529,493 935,993 935,993
 

 

　当中間会計期間(自　2025年１月１日　至　2025年６月30日)

 (単位：千円)

 

株主資本

純資産

合計資本金

資本剰余金 利益剰余金
株主

資本

合計

その他

資本

剰余金

資本

剰余金

合計

利益

準備金

その他利益剰余金 利益

剰余金

合計
災害補填

積立金

別途

積立金

繰越利益

剰余金

当期首残高 100,000 306,500 306,500 3,000 200,000 250,000 94,538 547,538 954,038 954,038

当中間期変動額           

中間純損失（△）       △620 △620 △620 △620

当中間期変動額合計 - - - - - - △620 △620 △620 △620

当中間期末残高 100,000 306,500 306,500 3,000 200,000 250,000 93,918 546,918 953,418 953,418
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④ 【中間キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前中間会計期間
(自 2024年１月１日
　至 2024年６月30日)

当中間会計期間
(自 2025年１月１日
　至 2025年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前中間純損失（△） △4,541 △6,490

 減価償却費 34,319 33,652

 退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,113 966

 有価証券利息 △5,659 △8,261

 有形固定資産除却損 0 0

 有形固定資産売却損益（△は益） - △636

 売上債権の増減額（△は増加） 9,727 7,203

 棚卸資産の増減額（△は増加） 952 1,719

 未収入金の増減額（△は増加） 140 440

 仕入債務の増減額（△は減少） △1,772 △2,494

 未払金の増減額（△は減少） △5,633 2,475

 前受金の増減額（△は減少） 72,775 72,789

 その他 △9,333 1,692

 小計 92,089 103,056

 利息の受取額 4,421 7,950

 法人税等の支払額 △1,608 △6,610

 法人税等の還付額 1,378 -

 営業活動によるキャッシュ・フロー 96,280 104,395

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 投資有価証券の取得による支出 △317,361 -

 有形固定資産の取得による支出 △91,512 △75,924

 有形固定資産の除却による支出 △5,640 -

 有形固定資産の売却による収入 - 700

 投資活動によるキャッシュ・フロー △414,513 △75,224

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 会員預り金の受入による収入 118,000 76,000

 会員預り金の返還による支出 △91,000 △81,000

 財務活動によるキャッシュ・フロー 27,000 △5,000

現金及び現金同等物に係る換算差額 - -

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △291,233 24,171

現金及び現金同等物の期首残高 1,237,624 586,747

現金及び現金同等物の中間期末残高 *1  946,390 *1  610,919
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【注記事項】

(重要な会計方針)

１．有価証券の評価基準及び評価方法

満期保有目的の債券

償却原価法(定額法)

２．資産の評価基準及び評価方法

棚卸資産(商品・食堂原材料・貯蔵品)

最終仕入原価法による原価法(収益性の低下に基づく簿価切下げの方法)

３．固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産

定額法。尚、耐用年数及び残存価額については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっております。

(2) 無形固定資産

定額法。尚、自社利用ソフトウェアについては、社内における見込利用可能期間(５年)に基づく定額法を採用し

ております。

４．引当金の計上基準

退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、簡便法により自己都合退職による当中間会計期末要支給額の100％を計上してお

ります。

５．収益及び費用の計上基準

当社と顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該履行義務を充足する

通常の時点(収益を認識する通常の時点)は以下の通りであります。

(1) プレー収入等

ゴルフ場の利用に関する各種サービスを提供しており、サービスの提供時点で収益を認識しております。

(2) 食堂・売店売上収入

食堂・売店の利用に関する各種サービスを提供しており、食事の提供や物品の販売を行った時点で収益を認識し

ております。

(3) 年会費収入等

年会費収入及びロッカー収入(年間契約分)については、当該期間にわたり均等に収益を認識しております。

６．中間キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、要求払預金及び取得日から３ヶ月以内に満期日の到来する流動性の高い短期投資であります。

７．その他中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は税抜方式によっており、仮払消費税等及び仮受消費税等は相殺のうえ流動負債の「その

他」として表示しております。
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(会計方針の変更)

該当事項はありません。

 
(表示方法の変更)

該当事項はありません。

 

(会計上の見積りの変更)

該当事項はありません。

 
(追加情報)

該当事項はありません。
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(中間貸借対照表関係)

 

 
前事業年度

2024年12月31日現在
当中間会計期間

2025年６月30日現在

※１　有形固定資産減価償却累計額 2,561,889千円 2,568,848千円

※２　消費税等の取扱い 仮払消費税等及び仮受消費税等は相殺の上、流動負債のその

他に含めて表示しております。
 

 
(中間損益計算書関係)

 

 
前中間会計期間

自　2024年１月１日
至　2024年６月30日

当中間会計期間
自　2025年１月１日
至　2025年６月30日

※１　減価償却実施額     

　　　有形固定資産 33,638千円 32,971千円

　　　無形固定資産 680千円 680千円

※２　営業外収益の主な内容     

　　　有価証券利息 5,659千円 8,261千円

　　　名義書換料 164,100千円 105,500千円

※３　営業外費用の主な内容     

　　　雑損  　－ 3千円

※４　特別利益の主な内容     

　　　固定資産売却益  　－ 636千円

※５　特別損失の主な内容     

　　　固定資産除却損(車両運搬具) 0千円 0千円

　　　固定資産撤去費用 5,640千円  　－
 

 
(中間株主資本等変動計算書関係)

前中間会計期間(自　2024年１月１日　至　2024年６月30日)

１．発行済株式の種類及び総数に関する事項

 

株式の種類 当事業年度期首(株) 増加(株) 減少(株) 当中間会計期間末(株)

普通株式 808,000 － 200 807,800
 

当中間会計期間に自己株式を消却したことにより減少しております。

 
２．自己株式に関する事項

 

株式の種類 当事業年度期首(株) 増加(株) 減少(株) 当中間会計期間末(株)

普通株式 － 200 200 －
 

株主より引き取りの請求があり、自己株式200株を無償で取得し、その後消却したものであります。
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当中間会計期間(自　2025年１月１日　至　2025年６月30日)

１．発行済株式の種類及び総数に関する事項

 

株式の種類 当事業年度期首(株) 増加(株) 減少(株) 当中間会計期間末(株)

普通株式 807,800 － － 807,800
 

 
２．自己株式に関する事項

該当事項はありません。
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(中間キャッシュ・フロー計算書関係)

 

 
前中間会計期間

自　2024年１月１日
至　2024年６月30日

当中間会計期間
自　2025年１月１日
至　2025年６月30日

※１　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間
　　　貸借対照表に記載されている金額との関係

    

     

　　　現金及び預金勘定 946,390千円 610,919千円

　　　現金及び現金同等物 946,390千円 610,919千円
 

 

(リース取引関係)

該当事項はありません。

 

(金融商品関係)

１．金融商品の時価等に関する事項

中間貸借対照表計上額(貸借対照表計上額)、時価及びその差額については、次の通りであります。

尚、「現金及び預金」、「売掛金」、「未収入金」、「買掛金」、「未払金」は現金であること、及び短期間で決

済されるため、時価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略しております。

 

前事業年度(2024年12月31日)

 

 
貸借対照表計上額

(千円)
時価
(千円)

差額
(千円)

(1) 投資有価証券 2,978,295 2,738,850 △239,445

資産計 2,978,295 2,738,850 △239,445

(2) 会員預り金 3,950,800 3,950,800 －

負債計 3,950,800 3,950,800 －
 

 

当中間会計期間(2025年６月30日)

 

 
中間貸借対照表計上額

(千円)
時価
(千円)

差額
(千円)

(1) 投資有価証券 2,978,673 2,646,630 △332,043

資産計 2,978,673 2,646,630 △332,043

(2) 会員預り金 3,945,800 3,945,800 －

負債計 3,945,800 3,945,800 －
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２．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項

金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに分類し

ております。

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時価の算定

の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算定に係る

インプットを用いて算定した時価

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属する

レベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

 
(1) 時価で中間貸借対照表(貸借対照表)に計上している金融商品以外の金融商品

前事業年度(2024年12月31日)

 

区分
時価(千円)

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券     

満期保有目的の債券     

国債 2,738,850 － － 2,738,850

資産計 2,738,850 － － 2,738,850

会員預り金 － － 3,950,800 3,950,800

負債計 － － 3,950,800 3,950,800
 

(注)　時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明

投資有価証券

国債は相場価格を用いて評価しております。国債は活発な市場で取引されているため、その時価をレベル１

の時価に分類しております。

会員預り金

要求払いの特徴を有する会員預り金については、会員からの要求に応じて支払われるものであり、レベル３

の時価に分類しております。

 

当中間会計期間(2025年６月30日)

 

区分
時価(千円)

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券     

満期保有目的の債券     

国債 2,646,630 － － 2,646,630

資産計 2,646,630 － － 2,646,630

会員預り金 － － 3,945,800 3,945,800

負債計 － － 3,945,800 3,945,800
 

(注)　時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明

投資有価証券

国債は相場価格を用いて評価しております。国債は活発な市場で取引されているため、その時価をレベル１

の時価に分類しております。

会員預り金

要求払いの特徴を有する会員預り金については、会員からの要求に応じて支払われるものであり、レベル３

の時価に分類しております。
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(有価証券関係)

前事業年度(2024年12月31日現在)

満期保有目的の債券で時価のあるもの

 

区分
貸借対照表日における
貸借対照表計上額(千円)

貸借対照表日における
時価(千円)

差額(千円)

時価が貸借対照表計上額を
超えるもの

303,988 304,320 331

時価が貸借対照表計上額を
超えないもの

2,674,306 2,434,530 △239,776

合計 2,978,295 2,738,850 △239,445
 

 

当中間会計期間(2025年６月30日現在)

満期保有目的の債券で時価のあるもの

 

区分
中間貸借対照表日における
中間貸借対照表計上額(千円)

中間貸借対照表日における
時価(千円)

差額(千円)

時価が中間貸借対照表計上
額を超えるもの

－ － －

時価が中間貸借対照表計上
額を超えないもの

2,978,673 2,646,630 △332,043

合計 2,978,673 2,646,630 △332,043
 

 

(デリバティブ取引関係)

該当事項はありません。

 

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

 

(持分法損益等)

該当事項はありません。

 

(資産除去債務関係)

該当事項はありません。

 

(賃貸等不動産関係)

該当事項はありません。
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(収益認識関係)

１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

  (単位：千円)

 
前中間会計期間
自　2024年１月１日
至　2024年６月30日

当中間会計期間
自　2025年１月１日
至　2025年６月30日

プレー収入等

プレー収入 157,059 203,900

キャディ収入 78,584 82,009

練習場収入 5,484 5,713

競技収入 2,640 2,917

ロッカー収入(１日貸) 240 357

その他 3,783 6,099

食堂・売店売上収入 46,966 63,977

年会費収入等
年会費収入 55,799 55,612

ロッカー収入(年間契約) 12,180 12,110

顧客との契約から生じる収益 362,737 432,699

その他の収益 － －

外部顧客への売上高 362,737 432,699
 

 

２．収益を理解するための基礎となる情報

顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は「(重要な会計方針)５．収益及び費用の計上基

準」に記載のとおりであります。

 

３．顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに当中間会計期間末

において存在する顧客との契約から、当中間会計期間の末日後に認識すると見込まれる収益の金額及び時期に関す

る情報

(1) 契約資産及び契約負債の残高等

  (単位：千円)

 
前事業年度 当中間会計期間

期首残高 期末残高 期首残高 期末残高

顧客との契約から生じた債権     

　売掛金 73,790 69,646 69,646 62,443

契約負債     

　前受金 － － － 72,789
 

前受金は対応期間に応じて収益を認識する年会費収入及びロッカー収入(年間契約分)に関するものであり、収益

の認識に伴い取り崩されます。

 
(2) 残存履行義務に配分した取引価格

当社では、残存履行義務に配分した取引価格の注記にあたって実務上の便法を適用し、当初に予想される契約期

間が１年以内の契約であるため、残存履行義務に配分した取引価格を記載しておりません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、ゴルフ事業及びこれに付帯する業務の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

【関連情報】

前中間会計期間(自　2024年１月１日　至　2024年６月30日)

１．製品及びサービスごとの情報

単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が中間損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を

省略しております。

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が中間損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、中間損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありま

せん。

 
当中間会計期間(自　2025年１月１日　至　2025年６月30日)

１．製品及びサービスごとの情報

単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が中間損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を

省略しております。

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が中間損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、中間損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありま

せん。

 
【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

該当事項はありません。

 
【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

該当事項はありません。

 
【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

 

 
前事業年度

(2024年12月31日)
当中間会計期間
(2025年６月30日)

１株当たり純資産額 1,181円03銭 1,180円26銭
 

 

  
前中間会計期間
自　2024年１月１日
至　2024年６月30日

当中間会計期間
自　2025年１月１日
至　2025年６月30日

１株当たり中間純損失(△)  △3円26銭 △0円76銭

(算定上の基礎)    

中間純損失(△) (千円) △2,640 △620

普通株主に帰属しない金額 (千円) － －

普通株式に係る中間純損失(△) (千円) △2,640 △620

普通株式の期中平均株式数 (株) 807,858 807,800
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、前中間会計期間、当中間会計期間は潜在株式が存在せず、

かつ、１株当たり中間純損失を計上しているため、記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

(2) 【その他】

該当事項はありません。
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第６ 【提出会社の参考情報】

 

当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

 

１．有価証券報告書及びその添付書類

事業年度(第74期)(自　2024年１月１日　至　2024年12月31日)2025年３月28日関東財務局長に提出
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の中間監査報告書
 

 

 

2025年９月25日

株式会社府中カントリークラブ

取締役会　御中

 
樋口公認会計士事務所

 

東京都世田谷区
 

 
  公認会計士 樋　　口　　尚　　文  

 

 

中間監査意見

私は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている株式

会社府中カントリークラブの2025年１月１日から2025年12月31日までの第75期事業年度の中間会計期間(2025年１月１日

から2025年６月30日まで)に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本等変動計算

書、中間キャッシュ・フロー計算書、重要な会計方針及びその他の注記について中間監査を行った。

私は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して、株

式会社府中カントリークラブの2025年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間(2025年１月１

日から2025年６月30日まで)の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているものと認め

る。

 

中間監査意見の根拠

私は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準に

おける私の責任は、「中間財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。私は、我が国における職業倫理に

関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。私は、中

間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

中間財務諸表に対する経営者及び監査役の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財務諸表を作

成し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し有

用な情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間財務諸表を作成することが適切であるか

どうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する事

項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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中間財務諸表監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した中間監査に基づいて、全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資

者の判断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得て、中間監査報告書において独立の立場か

ら中間財務諸表に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に

又は集計すると、中間財務諸表の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断

される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に従って、中間監査の過程を通じて、職業的

専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　不正又は誤謬による中間財務諸表の重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対

応する中間監査手続を立案し、実施する。中間監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、中間監査

の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。なお、中間監査手続は、年度監査と比べて監査手続

の一部が省略され、監査人の判断により、不正又は誤謬による中間財務諸表の重要な虚偽表示リスクの評価に基づ

いて、分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続が選択及び適用される。

・　中間財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評

価の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作成と有用な情報の表示

に関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連する

注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として中間財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基

づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどう

か結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、中間監査報告書において中間財務諸

表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間財務諸表の注記事項が適切でない場合は、

中間財務諸表に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、中間監査報告書日まで

に入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性

がある。

・　中間財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠

しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間財務諸表の表示、構成及び内容、並びに中間財務諸表

が基礎となる取引や会計事象に関して有用な情報を表示しているかどうかを評価する。

監査人は、監査役に対して、計画した中間監査の範囲とその実施時期、中間監査の実施過程で識別した内部統制の重

要な不備を含む中間監査上の重要な発見事項、及び中間監査の基準で求められているその他の事項について報告を行

う。

 

利害関係

会社と私との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上
 

 

(注) １．上記の中間監査報告書の原本は当社(半期報告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは中間監査の対象には含まれていません。
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